
（２）不斉な配位性原子を利用した遷移金属触媒反応場の精密不斉空間制御と高選択的不

斉触媒反応への応用研究 

 

 有機分子には右手と左手の様に、互いに形は同じでも重ね合わ

せることが出来ない、言わば鏡に映した関係（鏡像異性）が存在

するものがあります（図１）。この様な性質を持つ分子を不斉分

子と言います。不斉分子を生成する反応は、通常、両方の異性体

を同じ量だけ生成しますので、片方だけを選択的に生成すること

が出来る不斉合成反応の開発は困難かつ重要な課題です。 

 ところで、私達が反応開発に利用している遷

移金属錯体は、金属および金属に配位結合して

いる配位子から出来ています。従って、不斉な

配位子を用いることで、反応が進行する金属近

傍の空間（反応場）も不斉な空間となり、右手

の分子と左手の分子を識別して作り分けるこ

とが可能になります（図２）。私達は、この様

な原理に基づいて、金属と直接結合する不斉な配位性原子を利用した反応場の精密不斉空間制

御と高選択的不斉触媒反応への応用を研究しています。現在までに、それ自身は不斉ではあ

りませんが金属に配位すると不斉となるスルフィドを利用したインドールのパラジウム触

媒不斉アリル化反応（スキーム１）、およびその酸化物である不斉スルホキシドを利用した

α,β-不飽和カルボニル化合物のロジウム触媒不斉 1,4-付加反応（スキーム２）において、そ

れぞれ９６：４および９９：１と極めて高い不斉選択性を達成しています。 
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